
議案第６０号

向日市印鑑条例の一部改正について

向日市印鑑条例の一部を改正する条例を制定する。

よって、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９６条第１項

第１号の規定により、議会の議決を求める。

令和元年８月２９日提出

向日市長 安 田 守
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条例第 号

向日市印鑑条例の一部を改正する条例

向日市印鑑条例（昭和５１年条例第１９号）の一部を次のように

改正する。

第２条第１項中「の住民基本台帳」を「が備える住民基本台帳」

に改める。

第６条第１項第３号中「氏名（」の次に「氏に変更があった者に

係る住民票に旧氏（住民基本台帳法施行令（昭和４２年政令第２９

２号。以下「令」という。）第３０条の１３に規定する旧氏をいう。

以下同じ。）の記録されている場合にあっては氏名及び当該旧

氏、」を加え、「住民基本台帳法施行令（昭和４２年政令第２９２

号）第３０条の２６第１項」を「令第３０条の１６第１項」に改め、

「及び」の次に「当該」を加え、同項第７号中「片仮名」を「カタ

カナ」に改める。

第１２条第４号中「、氏」の次に「（氏に変更があった者にあっ

ては、住民票に記録されている旧氏を含む。）」を加え、「片仮名」

を「カタカナ」に改める。

第１４条第１項に次のただし書を加える。

ただし、登録証明書の交付の申請の際に、第４号に掲げる事項

について記載を要しない旨の申出があった場合は、当該事項を記

載しないものとする。

第１４条第１項第２号中「氏名（」の次に「氏に変更があった者

に係る住民票に旧氏の記録されている場合にあっては氏名及び当該



- 2 -

旧氏、」を、「及び」の次に「当該」を加え、同項第６号中「片仮

名」を「カタカナ」に改める。

附 則

この条例は、令和元年１１月５日から施行する。
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〈参 考〉

向日市印鑑条例の一部を改正する条例

新 旧 対 照 表

改 正 現 行

（登録の資格） （登録の資格）

第２条 住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号。以下 第２条 住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号。以下

「法」という。）に基づき、本市が備える住民基本台帳 「法」という。）に基づき、本市の住民基本台帳

に記録されている者は、１人１個に限り、印鑑の登録を に記録されている者は、１人１個に限り、印鑑の登録を

受けることができる。 受けることができる。

２ 略 ２ 略

（印鑑の登録） （印鑑の登録）

第６条 市長は、前条の規定により申請者が本人であるこ 第６条 市長は、前条の規定により申請者が本人であるこ

と及び本人の意思に基づく申請であることを確認したと と及び本人の意思に基づく申請であることを確認したと

きは、直ちに印影のほか次の各号に掲げる事項を印鑑登 きは、直ちに印影のほか次の各号に掲げる事項を印鑑登

録原票（以下「登録原票」という。）に登録するものと 録原票（以下「登録原票」という。）に登録するものと

する。 する。

(1)及び(2) 略 (1)及び(2) 略

(3) 氏名（氏に変更があった者に係る住民票に旧氏（住 (3) 氏名（

民基本台帳法施行令（昭和４２年政令第２９２号。以

下「令」という。）第３０条の１３に規定する旧氏を

いう。以下同じ。）の記録されている場合にあっては

氏名及び当該旧氏、外国人住民（法第３０条の４５に 外国人住民（法第３０条の４５に

規定する外国人住民をいう。以下同じ。）に係る住民 規定する外国人住民をいう。以下同じ。）に係る住民

票に通称（令第３０条の１６第１項 票に通称（住民基本台帳法施行令（昭和４２年政令第

に規定する通称をい ２９２号）第３０条の２６第１項に規定する通称をい

う。以下同じ。）が記録されている場合にあっては、 う。以下同じ。）が記録されている場合にあっては、

氏名及び当該通称） 氏名及び 通称）

(4)～(6) 略 (4)～(6) 略

(7) 外国人住民のうち非漢字圏のものが住民票の備考欄 (7) 外国人住民のうち非漢字圏のものが住民票の備考欄

に記録されている氏名のカタカナ表記又はその一部を に記録されている氏名の片仮名 表記又はその一部を

組み合わせたもので表されている印鑑により登録を受 組み合わせたもので表されている印鑑により登録を受

ける場合にあっては、当該氏名のカタカナ表記 ける場合にあっては、当該氏名の片仮名 表記

２ 略 ２ 略

（登録の抹消） （登録の抹消）

第１２条 市長は、次の各号のいずれかに該当するとき 第１２条 市長は、次の各号のいずれかに該当するとき

は、当該印鑑の登録を抹消するものとする。 は、当該印鑑の登録を抹消するものとする。
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(1)～(3) 略 (1)～(3) 略

(4) 氏名、氏（氏に変更があった者にあっては、住民票 (4) 氏名、氏

に記録されている旧氏を含む。）又は名（外国人住民に 又は名（外国人住民に

あっては、通称又は氏名のカタカナ表記を含む。）の変 あっては、通称又は氏名の片仮名 表記を含む。）の変

更により、第４条の規定による印鑑の要件に該当しなく 更により、第４条の規定による印鑑の要件に該当しなく

なったとき。 なったとき。

(5)～(7) 略 (5)～(7) 略

（登録証明） （登録証明）

第１４条 市長は、前条の規定により登録証明の申請があ 第１４条 市長は、前条の規定により登録証明の申請があ

ったときは、登録原票に登録されている印影の写し（登 ったときは、登録原票に登録されている印影の写し（登

録原票に登録されている印影を光学画像読取装置により 録原票に登録されている印影を光学画像読取装置により

読み取って磁気ディスクに記録したものに係るプリンタ 読み取って磁気ディスクに記録したものに係るプリンタ

ーからの打出しを含む。）に、次の各号に掲げる事項を ーからの打出しを含む。）に、次の各号に掲げる事項を

記載して印鑑登録証明書を作成するものとする。ただ 記載して印鑑登録証明書を作成するものとする。

し、登録証明書の交付の申請の際に、第４号に掲げる事

項について記載を要しない旨の申出があった場合は、当

該事項を記載しないものとする。

(1) 登録原票に登録されている印影の写しに相違ない旨 (1) 登録原票に登録されている印影の写しに相違ない旨

(2) 氏名（氏に変更があった者に係る住民票に旧氏の記 (2) 氏名（

録されている場合にあっては氏名及び当該旧氏、外国 外国

人住民に係る住民票に通称が記録されている場合にあ 人住民に係る住民票に通称が記録されている場合にあ

っては、氏名及び当該通称） っては、氏名及び 通称）

(3) 出生年月日 (3) 出生年月日

(4) 男女の別 (4) 男女の別

(5) 住所 (5) 住所

(6) 外国人住民のうち非漢字圏のものが住民票の備考欄 (6) 外国人住民のうち非漢字圏のものが住民票の備考欄

に記録されている氏名のカタカナ表記又はその一部を に記録されている氏名の片仮名 表記又はその一部を

組み合わせたもので表されている印鑑により登録を受 組み合わせたもので表されている印鑑により登録を受

ける場合にあっては、当該氏名のカタカナ表記 ける場合にあっては、当該氏名の片仮名 表記

２ 略 ２ 略


